
　

前ま
え

田だ

慶け
い

次じ

は
安
土
桃
山
時
代
の
武
将

で
、
織
田
信
長
の
重
臣
前
田
利と

し

家い
え

の
兄

利と
し

久ひ
さ

の
養
子
だ
っ
た
縁
で
利
家
に
仕
え
て

い
た
が
、
天
正
十
八（
一
五
九
〇
）
年
に

出し
ゅ
っ
ぽ
ん奔
し
、
後
に
会
津
の
上う

え

杉す
ぎ

景か
げ

勝か
つ

に
仕

え
た
と
さ
れ
る
。
慶
長
五（
一
六
〇
〇
）年

の
奥
羽
最
大
の
激
戦
長は

谷せ

堂ど
う

合か
っ

戦せ
ん

で
は
、

慶
次
が
最も

上が
み

義よ
し

光あ
き

軍
を
相
手
に
奮ふ

ん

闘と
う

し

た
と
い
わ
れ
る
。
一
方
で
、
か
ぶ
き
者
と
し

て
知
ら
れ
、
そ
の
印
象
が
強
い
が
、
漢
詩

や
連
歌
に
優
れ
た
文
化
人
で
も
あ
っ
た
。

　

慶
次
は
慶け

い

長ち
ょ
う

六（
一
六
〇
一
）
年
十
月

二
十
四
日
に
伏ふ

し

見み

（
京
都
府
）
を
出
発
し
、

十
一
月
十
九
日
に
米よ

ね
ざ
わ沢
に
到
着
し
て
い
る
。

道
中
の
様
子
を
自
ら
記
し
た
日
記
が
『
前

田
慶
次
道
中
日
記
』（
市
立
米
沢
図
書

館
蔵
）
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
伏
見

か
ら
中な

か

山せ
ん

道ど
う

を
経
由
し
て
例れ

い

幣へ
い

使し

道
へ
、

十
一
月
九
日
に
新に

っ
た田
（
群
馬
県
太
田
市
）

か
ら
下
野
国
内
へ
入
り
、八
木（
足
利
市
）、

犬い
ぬ
ぶ
し伏
（
佐
野
市
）、
栃
木
、
壬
生
を
通
り
、

宇
都
宮
に
至
る
。
宇
都
宮
か
ら
は
奥
州

道
中
を
進
み
、
氏
家
（
さ
く
ら
市
）、
喜き

連つ
れ

川が
わ

（
さ
く
ら
市
）、
佐
久
山
（
大
田
原

市
）、
大
田
原
、
鍋な

べ
か
け掛
（
那
須
塩
原
市
）、

芦あ
し
の野
（
那
須
町
）
を
通
り
、
十
四
日
に

白
河
（
福
島
県
白
河
市
）
に
至
って
い
る
。

　

慶
次
は
宇
都
宮
に
十
一
月
十
日
に
到
達

し
て
い
る
。
そ
の
際
の
記
述
に
は
「
ウ
つ
の

宮
に
付
き
、
予
が
旧
友
庭
林
と
云
う
も

の
あ
り
、
彼
宅
に
て
酒
く
れ
て
、
ふ
ろ
た

か
す
」
と
あ
る
。
慶
次
が
旧
友
庭
林
の

屋
敷
に
宿
泊
し
、
酒
を
酌く

み
交
わ
し
、
旧

交
を
温
め
て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

翌
日
、
慶
次
が
宇
都
宮
を
出
発
す
る
際

に
は
、
庭
林
か
ら
鷹た

か

と
子
犬
を
贈
ら
れ
て

い
る
。
文
中
で
慶
次
は
庭
林
の
こ
と
を「
旧

友
」「
い
に
し
へ
の
友
」
と
表
現
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
二
人
に
は
古
く
か
ら
親
交
が

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

庭
林
は
宇
都
宮
を
本
拠
と
す
る
宮
商

人
で
、
商

し
ょ
う

人に
ん

司つ
か
さ（
そ
の
地
域
の
指
導
的
役

割
を
果
た
す
商
人
）
で
あ
っ
た
。
当
時
の

生
活
必
需
品
で
あ
る
蝋ろ

う
そ
く燭
を
商

あ
き
な
っ
て
い
た

庭
林
は
、
関
東
を
中
心
に
商
業
ル
ー
ト
を

形
成
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
庭
林
は
、

他
国
の
商
人
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
武
士

と
も
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。慶
次
も
そ
の
一
人
と
考
え
ら
れ
る
。

　

慶
次
が
訪
れ
た
宇
都
宮
は
、
一
年
前
に

は
慶
次
の
属
し
た
上
杉
軍
に
対
す
る
徳
川

軍
の
重
要
拠
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
宇
都
宮

で
慶
次
は
旧
友
庭
林
と
酒
を
酌
み
交
わ

し
、
ど
の
よ
う
な
話
題
で
盛
り
上
が
っ
た

の
か
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

うつのみや
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第14 回

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 20215月〜			 6月 皐月─水無月

※新型コロナウイルス感染症の影響により、各イベントが中止となっている関係から「しもつけ歳時記」を休載とします。

米沢 石仏（大沢）

大森

本宮

須賀川

芦野
佐久山

宇都宮
小山

日光山

犬
伏倉

賀
野
八
王
子

坂
本望

月
勝
沼

平
塚

沼
津

府
中

下
諏
訪

府
中

浜
松

宮越

赤
坂

野尻
中津川

亀
山

米
原

関
ヶ
原

桑
名

太
田

宮京
都

堅
田

大
津
草
津伏

見

奥
手（
大
久
手
）

江
戸

板谷
庭坂

白河

土浦

水戸
狐川（喜連川）

神
奈
川小

田
原

新
田

19
18
17
16

15

14

13

12
11

10

97
65

4

1

30

29282726

25
24

2

市立米沢図書館 2006 『前田慶次道中日記 資料編』附図を参考に作成

図  前田慶次道中日記行程図

○内数字は宿泊日、 □は２日滞留を示す
慶長６年10月24日に伏見を出発し、11月19日米沢に到着

前田慶次と宇都宮の商人庭
て い

林
り ん

栃木県立博物館  学芸員  飯塚  真史

栃木県立博物館 学芸員  山本  享史


